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研究成果の概要（和文）：看護師が症状に対応するために作られた症状マネジメント統合的アプローチ(IASM)モ
デルに医師が行う治療やケアを組み入れ、「ケア・キュア融合型症状マネジメントモデル暫定版」を作成した。
医師15名を対象としたインタビューからケア行動31項目、ケア認識14項目について医師100名でのweb調査で妥当
性などを確認し、実際の事例に適用してモデルの中に位置づけた。重要な医師の役割である症状の医学的説明は
13の動画で代替することとし、効率的に看護師・医師が協働できる症状マネジメントモデルとして完成させた。

研究成果の概要（英文）：The Integrated Approach to Symptom Management(IASM) is an activity model for
 nurses. In this study, we developed a "provisional version of integrated care and cure symptom 
management model". The validity of 31 items of care behavior and 14 items of concept of care 
obtained from an interview with 15 physicianｓ were confirmed by a web survey with 100 physicians. 
It was applied to actual cases and positioned in the model. The medical explanation of symptoms, 
which is an important role of the physician, will be replaced with 13 videos, and completed as a 
symptom management model that allows nurses and physicians to collaborate efficiently.

研究分野：がん看護
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本来、看護師が症状に対応するために作成されたIASMの中に医師の活動を組み入れることで、ケアとキュアを融
合して提供する理想的な症状マネジメントモデルを描くことができた。モデルを使用することによって医師の潜
在的なケア能力を活用して症状マネジメントの効果を期待することができる。
この研究の過程で、医師のケア行動やケア認識を明らかにする必要性に迫られ、調査研究を組み入れた。医師が
行うケアを明示する文献は極めて少なく、学術的な調査も見当たらない。明らかとなった医師のケア行動や認識
の項目は、量的調査で表面妥当性が確認できていることから、今後質問紙開発の基盤となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
診断早期から緩和ケアを提供することによって生存期間が延長するという Temel ら 1)による
報告が注目され、終末期の不快症状だけでなく、診断の時から発生する心理社会的負担、診断治
療に伴う有害事象に対する早期からの介入の有効性に期待が寄せられている。Temel らが行っ
た実践は、コーピングや意思決定支援、家族ケアなどを専門看護師、医師らからなるチームアプ
ローチで行った 2)ことが知られており、multidisciplinary な介入でキュアとケアが包括的に提
供されたことの有用性が示されたと言える。観察研究によって、多職種がそれぞれの専門性を投
入するチームアプローチの様相が報告されており、その類型化も研究されている 3)が、医療分野
で有効なチーム編成や運営の技法に関する実証的研究はほとんど蓄積されていない。一方、日本
緩和医療学会学術集会でチーム医療関連の演題数は飛躍的に増えている（2011 年 42 件から
2015 年 70 件へ）が、多くはチームの活動実績を論じた研究であり、多職種協働による効果的
なチーム医療の在り方については未だ構造化されていない。 
従来から医師は治療（キュア）に責任を持ち、主に身体面への医学的介入を行い、看護師はケ
アを担うという観念的な考えがあるが、実際の医療現場では、医師は少なからず患者の心理に配
慮したケアを実践している。一方、看護師はケアの専門家と言いながら、そのほとんどの時間を
医師の指示のもとに行うキュアに費やしている。医師と看護師の役割は免許による法的な権限
を最低限守りながら、おかれている臨床現場の状況によって変化する。医師も看護師も実際には
ケアもキュアも融合して提供しているものと思われるが、その様相は明らかではない。 
緩和ケアの領域で症状マネジメントのための看護活動モデルとして広く活用されてきた症状
マネジメントの統合的アプローチ(Integrated symptom management：以下、IASM)4)は、看護師と
患者とのパートナーシップを基盤に展開される。IASM は、患者を主体としたセルフケア支援を
コアコンセプトとしており 5)、我が国で臨床適用され、主に事例研究によって症状の改善やセル
フケア能力の維持・促進、自己効力感の改善等をアウトカムとしてモデルの有効性に関する検証
が重ねられている 6)7)。症状マネジメントにおいて多職種、特に医学的診断と処方等の医療行為
を行う医師の役割は、重要な位置を占めるにもかかわらず、これまでモデルに組み込まれないま
ま運用されてきた。医師および看護師のケア・キュア行動を明らかにし、IASM モデルにチーム
による協働の考えを組み入れることで、患者と医療者のパートナーシップのもとに医師、看護師
双方の機能を強化した患者中心のチーム医療を実現できるのではないかと考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、看護師と医師が協働するケア・キュア融合型症状マネジメントモデルの開発を目的
として、以下の課題に取り組む。 
(1) 症状マネジメントにおける医師のケア行動、ケア認識を明らかにする。 
(2) 臨床でのケア実施状況の評価に活用するため、抽出された医師のケア行動・認識を表す項目
を抽出し、その構造を明らかにする。 
(3) IASM モデルを、患者を中心に看護師と医師がケアとキュアの機能を発揮しやすい看護師・
医師協働のケア・キュア融合型症状マネジメントモデルとして発展させる。 
 
３．研究の方法 
(1) 医師のケア認識、ケア行動の明確化 
① 医師のケア認識、ケア行動について文献検討およびフィールド調査を行い、大まかなケア認
識、ケア行動の要素を抽出する。 
② ①の要素をもとにグループインタビューを計画し、医師のケア認識、ケア行動を収集する。
データは内容分析を行い、ケア認識および行動のカテゴリーを抽出し、構造を明らかにする。 
(2) 医師のケア認識、ケア行動を構成する項目の抽出 
① (1)で得られたデータを再分析し、項目を抽出する。 
② 質問紙を作成し、医師を対象に項目の適切性を問う Web 調査を行う。 
(3) ケア・キュア融合型症状マネジメントモデルの作成 
① (1)で得られた医師のケア行動のデータを整理する。 
② IASM モデルに医師のケア行動を組み込み、ケア・キュア融合型症状マネジメントモデル暫定
版を作成する。 
③ 暫定モデルに症状マネジメント事例を適用し、モデルの妥当性を確認する。 
 
４．研究成果 
(1) 医師のケア認識、ケア行動の明確化 
① 文献検討、フィールド調査による要素の抽出 
・文献検討によると、医師のケアに関する文献は極めて少なく、医師が言うケアとは何か、ケア
の認識や行動の様相を学術的に調査したものは皆無に近かった。Kuethe ら 8)は、喘息のマネジ
メントにおける看護師と医師のケアを文献レビューで比較している。Kuethe らの言う「医師の
ケア」は、「薬物の処方」、「吸入技術を含むセルフマネジメント教育」、「治療計画の立案」、「症
状のセルフモニタリング」、「定期的な治療の見直し」を指しており、ケアの要素が含まれたキ
ュアであることが伺えた。 
・臨床医 15 名のヒアリング(フィールド調査)からは、医師の捉えるケアは看護師のケアとは異



なり、〈医学の専門的技術を用いて患者を安楽に導く〉〈患者に関心を示し対象を理解する〉〈患
者の状況理解を促す〉〈患者に強いコミットメントを示す〉〈患者をねぎらう〉〈患者を尊重す
る〉という要素が読み取れた。これらのカテゴリーは、フォーカスグループインタビューの枠
組みとして用いた。 
② フォーカスグループインタビュー調査によるケア認識、ケア行動の明確化 
・対象者は、がん患者の症状マネジメントに携わる医師 15 名(男性 12 名、女性 3 名、4 グルー
プ)で、平均年齢は 48.7 歳(SD=9.34)、平均経験年数は 22.2 年(SD8.00)であった。 
・医師の認識するケアは、キュアを含む包括的概念であった。特に、症状緩和はケアの要素が大
きく、医師は、医学的治療に軸足をおくが、病気以外のことにもケアによって対応しているこ
とが語られた。医師の認識するケアの性質として、〈ケアは問題解決型ではない〉〈ケアとキュ
アは分けられない〉〈ケアには相互性がある〉〈ケアとキュアは一緒に提供して効果を上げる〉
が抽出された。 
・医師のケア行動として、〈患者が大切にしているものを大切にする〉〈人間として患者と向き合
う〉〈患者を知り受け止める〉〈患者に寄り添う〉〈患者との関係性を作る〉〈医学的治療に責任
をもつ〉〈熱心に治療を行う〉〈患者の心と体を楽にする〉〈患者との距離を調整する〉といった
カテゴリーが抽出された。医師は、ケア行動によって得られる効果として〈ケアがもたらす双
方への相乗効果〉〈ケアによる患者の良い状態〉を希求していることが分かった。意味内容か
ら図 1のような構造が描き出された。 

 
図 1 医師の行っているケアと期待される効果 

 
(2) 医師のケア認識、ケア行動を構成する項目の抽出 
① 質問項目の抽出と調査票の作成 
・フォーカスグループインタビューで得られたデータからケアに関連する 357 の単位データが
抽出され、質問項目を抽出するために質的内容分析を行った結果、医師のケア行動や態度を表
す 31 項目と、ケアの概念的な認識を表す 14 項目に整理された(表 1、表 2)。 

 
表 1 医師のケア行動や態度を表す項目 

1 患者の希望に合わせて選択肢を提示する 
2 患者に医学的判断や情報を隠さず正確に伝える 
3 患者に医師としての意見や思いを伝える 
4 患者と意思疎通を十分に行い、関係性を構築する 
5 患者に深く関わり、信頼を得る 

6 
患者と関係性を深めるために自己開示をするこ
ともある 
7 患者に共感し思いを受け止める 
8 丁寧に患者の話を聞く 
9 誠意を持って患者を理解する 

10 
医師の方針を押し付けず、患者の希望を聞いて調
整する 

11 
患者が今できることに目を向けられるよう支え
る 

12 患者の波長や反応に合わせて診療を進める 
13 患者の気付きに付き合ったり待ったりする 
14 患者のプライバシーを大切にする 
15 患者の覚悟を共有し、一緒に頑張ることを伝える 

16 患者を見放さない 
17 患者に最善の治療を提供する 
18 医学的治療に責任をもち、医師の役割を果たす 
19 患者の身体だけでなく生活（QOL）にも配慮する 
20 家族関係の調整を行う 

21 
患者の病気以外の困りごと（仕事、家族など）に
も関心を払う 

22 患者の安心や納得を導く 
23 患者の満足を得る 
24 患者らしく心地よく過ごせるようにする 
25 病気の治療だけでなく患者の苦痛を緩和する 
26 患者に敬意を払う 
27 患者が大切にしているものを大切にする 
28 患者の意思や希望を尊重する 

29 
医師としての自分の感情を適切にマネジメント
する 

30 患者との適切な距離を見極める 
31 患者の病状を予測しながら診療を行う 

 



表 2 医師のケア認識を表す項目 
1 ケアとキュアは相補的である 
2 ケアはチームで提供する 
3 ケアは治療の一環である 
4 ケアは専門職でなくても提供できる 
5 ケアには人間としての関わりが含まれる 
6 問題解決思考ではケアにはならない 
7 ケアをすると自分自身も癒される 
8 ケアは状況によって制約を受ける 

9 ケア行動は個人の特性によって差がある 
10 ケアはエビデンスを示しにくい 
11 ケアによって患者は希望を見出す 
12 ケアによって患者との信頼関係が深まる 

13 
ケアによって患者のセルフアウェアネスが高
まる 

14 ケアを一緒に提供すると治療の効果が上がる 

・医師のケア行動・態度を表す 31項目は、質問項目として適切かどうかについて「適切である」
～「適切ではない」の 5 件法、医師のケア認識を表す 14 項目については、同意できるかにつ
いて「大いに同意できる」～「まったく同意できない」の 5件法で調査票を作成した。 
② Web 調査 
・調査票は、Web 調査会社の楽天インサイトに登録されている医師 1,788 名(男性 1,524 名、女
性 264 名)に送信され、先着 100 名(男性 88名、女性 12 名)から回答を得た。平均年齢は 51.80
歳(29～69 歳)、平均臨床経験年数は 24.78 年(3～44 年、SD=9.433)であった。 
・医師のケア行動・態度を問う項目の適切性について、得られた回答を単純集計した結果、多く
の項目で 90％以上の対象者が適切な質問項目と答えた。適切であると回答した対象者が少な
かった項目は、「6.患者と関係性を深めるために自己開示をすることもある」71％であり、80％
を割っているものはこの 1 項目のみであった。因子分析(固有値 1 以上、主因子法、バリマッ
クス回転)を行った結果、第 1 因子＜医師としてのグッドプラクティス＞、第 2 因子＜患者へ
の関心と配慮＞、第 3因子＜患者‐医師間の治療方針の最適化＞に抽出された。 
・医師のケア認識を表す項目について、14項目中 11項目で 90％の同意が得られた。「6.問題解
決思考ではケアにならない」66％と「7.ケアをすると自分自身も癒される」68％の 2項目にお
いては、低い同意率であった。 
 
(3)ケア・キュア融合型症状マネジメントモデルの作成 
① 医師のケア行動を組み込んだモデル暫定版の作成 
・31 項目を用いて、IASM モデル内に医師の行動を表記することとした。項目のうち類似するも
のを集め、医師の行動として抽象化した(表 3)。 

表 3 医師のケア行動の抽象化 
ケア行動の抽象化 項目番号 

よく聞き理解する 7,8,9,26 
最適な医学的治療を提供する、苦痛を緩和する、病状を予測する 17,18,25,31 
的確な選択肢と説明を提示する 1,2,10 
QOL・家族・価値観に配慮する 19,20,21,27,28 
患者のペースに合わせる 12,13 
患者と適切な距離を置く 14,29,30 
患者の気持ちを支える 3,11,15,16 
患者に安寧を提供する 22,23,24 
信頼関係を構築する 4,5,6 
 
・患者を中心として
看護師と医師のケ
ア・キュア融合型の
活動が明示される
よう、表 3の中で医
師の行為として表
現できるものはモ
デル内に位置付け
た。協働の在り方と
して、「患者のペー
スに合わせる、患者
と適切な距離を置
く、患者の気持ちを
支える」が含まれ
る。そして看護活動
と比較して言葉の
抽象度のレベルを
合わせて、モデル暫
定版を作成した(図
2)。 

 
図 2 ケア・キュア融合型症状マネジメントモデル暫定版 



② 事例適用による暫定版モデルの妥当性の確認 
・がん看護専門看護師、がん放射線療法看護認定看護師 4名の協力を得て、看護師-医師が協働
して取り組んだ症状マネジメントの過去の事例を記述してもらった。記述データの中から医師、
看護師の行為を抽出し、その行為がモデル内で表現されているか、モデル以外の行為が出てき
ていないかを確認ながら、事例毎にモデル図に表現した。分析は、3 人のがん看護領域におけ
る症状マネジメントの専門家の合議によって行った。 
・5事例(呼吸困難、食欲不振、放射線性下痢、倦怠感、ホットフラッシュ)について分析を行っ
た。 
・医師の症状マネジメントにおける行為の中には、明らかにケアの概念に合致する行為が多く含
まれており、概ねモデルと合致していることを確認した。また、全身状態の観察や症状の原因
探索は、医師の重要な行為として行っており、【Ⅲ．症状の体験】の段階に「身体の診察と原因
の探索」の項目を追加することとした(図 3)。 

 
図 3 ケア・キュア融合型症状マネジメントモデル 
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